
吏員から提出された研究課題一覧 （研究課題の詳細については資料6－1を参照）   

予防に関する研究   診断に関する研究   治療に関する研究   ケア（支援）に関する研究   

病態解明に向けに碁石羞的な調査研究】高齢者の転倒の実態と危険因子の解明に向けた大   高齢者の転倒の実態と危険因子の解明に向け  骨粗程症の運動療法についての大規模無  骨組軽症の運動療法についての大規模  
（鈴木）～2年   た大規模調査（鈴木）←2年  作為化比較対照三式験（大測）－5年   無作為化比較対照試験（大渕）～5年  

度低下に関連するコ  車云倒予防のための薬物治療も含めた対策  高齢者の転倒予防のための薬物治療も含めた  Bisphosphonateによる85歳以上の高齢者  
の同定と介入法の   立（鈴木）～5年  対策方法の確立（鈴木）～5年  に対する大月退骨頚部骨折防止効果の検討  

析予防                                     年  （中村）～5年   
部骨折発生数に関する経年的なNation （中村）10 

年～  
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「高藤斉痛i而裏面両石静香面責実態把鳳こ向けた天頑模横断的調査（戸山）～5年   発症・重症化を予防するための三通運動フロト  高精度早期画像診断技術の確立（戸山）～  新規非ステロイド性消炎鎮痛剤セレコキシ  陣痛者へのセルフケアの碩討（大渕）～  て戸山）  

コールの確立（戸山）～5年  2年  ブ（COXⅡ選択的阻害剤）及びグルコサミ  5年  
」  ンの変形性膝関節症進展防止効果に閲す  

る研究（中村）～5年   

膝関節痛・腰痛と要介護状態との関連に関する   関節マーカーを用いた早期診断と予後予測  民間療法の効果の検討（大渕）  
属（大渕）  研究（水間）～2年   の確立（戸山）←5年  

】  朋者の長期的予後の検討（大洲）10年～   膝関節痛や腰痛に対して有効な評価システムと  膝関節痛・腰痛と要介護状態との関連  
アプローチに関する研究（水間）～5年   の解明と装具等の有効性の検証（戸山）～  に関する研究（水間）～2年  

5年  

5的冥 

1  

加齢に伴う膝関節の変形と可動域制限に関する長期  関節軟骨の破壊と磨耗を評価する代謝マー  膝関節痛や腰痛に対して有効な評価シ  
l紹断的研究（中村）10年～  

」  
カーの開発（中村）～5年  ステムとアプローチに関する研究（水間）  

～5年  
月表関節痛・腰痛と要介護状態との関連に関する研究  

ト （水間）～2年   

一膝関節痛・腰痛とADL（APDL）との関連に関する研究   
r（水間）～2年  

腰痛と月杏痛の合併頻度と生活活動性への影響に閲す  
≡る横断的調査（岩谷）～2年  

病態柵こ向けた基闘な調査研究実態把握に向けた大規模横断的調査（戸山）～5年 i（戸山  発症・重症化を予防するための至通達動プロト コールの確立（戸山）－5年  痛み・しびれの可視化のための研究（戸山） ～5年  より安全で低侵謀な手術法の開発（戸山） ～5年  民間療法の効果の検討（大渕）  【  

庖劇の変形と膝関節症、腰痛症との関連に関する研   高齢者の腰痛における抑鬱状態の関与と鬱状  MRlを用いた脊髄投射路及び末梢神経イノー  高齢者の腰痛における抑鬱状態の関与と  膝関節痛・腰痛と要介護状態との関連  
聞（大渕）  態への介入による腰痛改善効果の検討（中村）  鬱状態への介入による腰痛改善効果の挨  

～5年  討（中村）～5年   

戸骨組髪症の稚体骨折が甜者の腰痛発生に及ぼす    膝関節痛・腰痛と要介護状態との関連に関する   膝関節痛や腰痛に対して有効な評価シ  
影響についての疫学研究（中村）～5年   研究（水間）～2年   及び下肢痛に及ぼす影響の解明（中村）～  ステムとアプローチに関する研究（水間）   
】   

き鳩苅簑  
5年  ～5年   

イ痛及び下   
慣諾諾欝嘉窒£詰雷語器聖賢  アプローチに関する研究（水間）～5年  

塵関節痛・腰痛と要介護状態との関連に関する研究   
∈（水間）～2年   

間許砦とADL（APDL）との関連に関する研究  

ト  蜃諸悪芸諾票空語舌活動性への紺こ関す  

市町村寺の自治体における連動詣疾1生活の自立をエンドポイントとした統計の警備（大洲）  IT技術を用いた日常生活の中での運動器疾患  虚弱高齢者の運動器リハビリテーションヘ  虚弱高齢者の運動器リハビリテーション  
防政策に係る調査研究（荒井）3 仁一－10年   予防手法の開発（荒井）5年  のコンプライアンスに関する研究（岩谷）～  へのコンプライアンスに関する研究（岩  
年  2年   谷）～2年  

脊柱・脊髄疾患（頸髄症、脊柱管狭窄症） による生活下の  脊柱・脊髄疾患（頚櫨症、脊柱管狭窄  
モJ〕他                                 賃聖霊琵霊罠賢㌍穿的な普及贋た与野訴者の訴えと機能の長期自然経過（岩      行動変容ステージに基づいた運動器疾患予防 カリキュラムの開発（荒井）3年  機能低構造解析（岩谷）   症）による生活機能低下の構造解析（岩  

谷）  
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